










さとう  あきこ 
佐藤 晶子 
学 位 の 種 類 博士（医学） 
学位授与年月日 平成 25 年 9 月 25 日 
学位授与の条件 学位規則第 4 条第 1 項 





論文審査委員  主査 教授 八重樫 伸生 教授 有馬 隆博 
   教授 富田 博秋  教授 木村 芳孝 

















【研究方法】男性精子 197 例（うち乏精子症患者精子 65例）より DNA を抽出し、22 領域のイン
プリント遺伝子のアレル特異的メチル化領域について COBRA法、シークエンス法を用いて、メチ






域のインプリント DMR において、PCR-Luminex 法を用いたメチル化解析の測定値は、従来法の測
定値と比較検定し、1領域（GTL2）を除き有意な相関を示した。 
【結論と考察】不妊症男性精子では、およそ 25%にメチル化インプリントの異常が認められた。
このメチル化異常の頻度と程度は、精液所見に強い関連がみられた。この事実より、精子形成と
メチル化異常に関連があることが示唆された。また、新規 DNAメチル化診断法として PCR-Luminex
法はより良好な精子の選別を行う方法として臨床に有用であることが確かめられた。 
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